
Ｈ２６年度　｢地域と連携した川づくりに係る事業｣ 登録、変更及び承認一覧

○かわまちづくり（登録）
事業区分 都道府県名 市町村名 水系名 河川名 計画名 事業主体 事業の概要

かわまち
づくり 宮城県

みやぎけん

名取市
なとりし

名取
なとりがわ

川 名取
なとりがわ

川
閖上
ゆりあげちく

地区かわまちづ

くり

国土交通省

名取市

　名取市では「震災復興計画」に基づき、被災した閖上地区において河川堤防の強化等により防災力を高め、加えて魅力あるま
ちづくりを進めようとしている。
　本計画では、堤防整備や復興土地区画整理事業と併せ、国土交通省が低水護岸（船着場）の整備や高水敷整正などを実施し、
名取市がこれらを活用して仙台空港からの水上ルート整備や多様なイベント（なとり夏祭り等）を開催するとともに、水辺や地
域資源を活かした交流空間を整備することにより、観光振興による地域活性化を図っていくものである。

かわまち
づくり

滋賀県
しがけん

守山市
もりやまし

淀川
よどがわ

野洲川
やすがわ 中洲

なかす

地区
ちく

かわまちづくり

国土交通省

守山市

　守山市は、地域の資源を活用した活性化策として『守山まるごと活性化プラン』を平成26年３月に策定している。なお、当該
地区は『昔のように水遊びや水辺の散策などができる親しみのある野洲川の復活』を強く望まれているため、「野洲川とともに
生き、野洲川とともに栄えるまち～心が通い合う「和む」まち～」が当該地区のテーマとなっている。
　本計画では、野洲川という地域資源を活用し、国土交通省が水際の散策路及び緩やかな斜面の護岸、守山市が広場や駐車場、
トイレ等の施設整備を行い、既存イベントを活用した地域内外の交流活性化イベントなどを開催することにより地域の活性化を
図るものである。

○かわまちづくり（変更）
事業区分 都道府県名 市町村名 水系名 河川名 計画名 事業主体 事業の概要

かわまち
づくり 神奈川県

かながわけん

横浜市
よこはまし

大岡
おおおかがわ

川

大岡川
おおおかがわ

中村川
なかむらがわ　

堀川
ほりかわ　

堀割川
ほりわりがわ

横浜市
よこはまし

地区
ちく

かわまち

づくり

神奈川県

横浜市

　横浜市地区かわまちづくりは、これまで「北仲通地区」や「黄金町駅周辺地区」、「蒔田公園地区」において、親水護岸等の
整備を行い、まつりやカヌー体験教室等で利用され、地域に親しまれてきた。「日ノ出町地区」では平成 25年度から浮桟橋を
有する親水護岸の整備に着手しており、駅前再開発との一体的な整備により、地域の活性化やまちの賑わい創出にも効果が期待
され、また、緊急時の海上からの物資輸送等の防災的な活用も期待されている。今後も順次、まちづくりと連携した親水護岸等
の整備を進め、地域の活性化を推進する。

　金沢市では、『金沢市緑の基本計画』において、「ひと・まち・文化・みどりが織りなす都市づくり」を基本理念とし、犀
川・浅野川を水と緑のネットワークの中心軸として位置付けており、川沿いの歴史的街並みや自然景観と一体となったかわづく

別紙

かわまち
づくり 石川県

いしかわけん

金沢市
かなざわし 犀川

さいかわ

大野川
おおのがわ

犀川
さいかわ

浅野
あさのがわ

川

金沢
かなざわちく

地区かわまちづ

くり

石川県

金沢市

川 浅野川を水と緑のネットワ クの中心軸として位置付けており、川沿いの歴史的街並みや自然景観と 体となったかわづく
りを進めている。
　本計画では、石川県が河川管理用通路や親水護岸の整備等を行うとともに、金沢市が犀川と浅野川を結ぶ西部緑道の整備等を
行うことにより、市内の水と緑のネットワークの連続性及び回遊性が確保され、地域の活性化を推進する。
　今般、周辺の関連事業との連携により、河川管理用通路等の整備区間を延伸し、それに伴い、計画期間を５年延長した平成３
１年度までとする。

かわまち
づくり 福岡県

ふくおかけん

北九州市
きたきゅうしゅうし

紫
むらさきがわ

川

板櫃川
いたびつがわ

撥川
ばちがわ

紫川
むらさきがわ

神嶽川
かんたけがわ

板櫃川
いたびつがわ

撥川
ばちがわ

北九州市
きたきゅうしゅうし

かわまちづ

くり

福岡県

北九州市

　北九州市では、これまで紫川小倉都心地区、板櫃川沿川及び撥川黒崎副都心地区の３地区において、河川愛護活動を促進し、
地域住民との協働により、自然豊かな河川の整備を図ってきた。特に板櫃川沿川では、「都市再生整備計画（八幡地区）」にお
いて、環境都市を担う先進モデル地区として環境共生まちづくりの推進や緑豊かで潤いのある街並みの形成が目標に掲げられて
いる。
　本計画では、主に板櫃川沿川において、北九州市が河川管理用通路の整備等を行うことにより、中流域の「水辺の楽校」を中
心とした上下流の一連区間の連続性を確保し、河川愛護活動や環境学習等の様々な利活用が促進され、川と人々の暮らしが一体
となるような水辺空間を創出し、地域の活性化を推進する。
　また、今回新たに北九州の台所である旦過市場を流れる神嶽川の整備を計画に組み込み、紫川との回遊性向上を図りつつ、旦
過市場を商業拠点としたまちの活性化を緊急かつ重点的に促していく。

○河川防災ステーション（承認）
事業区分 都道府県名 市町村名 水系名 河川名 計画名 事業主体 事業の概要

河川防災
ステー
ション

宮城県
みやぎけん

名取市
なとりし

名取川
なとりがわ

名取川
なとりがわ 閖上地区

ゆりあげちく

河川防災ス

テーション

国土交通省

名取市

　閖上地区河川防災ステーションは、洪水被害を最小限に食い止めるため、名取川における災害時の緊急復旧活動を行う上で必
要な緊急用資材の備蓄、駐車場、ヘリポート等のほか、名取市が設置する水防センターを配置し、迅速かつ円滑な復旧活動の拠
点として整備する。また、平常時には、防災学習の拠点として利用するとともに、地域の交流・憩いの場としての活用が可能と
なる。

河川防災
ステー
ション

静岡県
しずおかけん 田方郡

 たがたぐん

函南町
かんなみちょう 狩野川

かのがわ

狩野川
かのがわ 塚本

つかもとちく

地区河川防災ス

テーション

国土交通省

函南町

　塚本地区河川防災ステーションは、洪水被害を最小限に食い止めるため、狩野川の修善寺橋より下流域における災害時の緊急
復旧活動を行う上で必要な緊急用資材の備蓄、駐車場、ヘリポート等のほか、函南町が設置する水防センターを配置し、迅速か
つ円滑な河川災害復旧活動の拠点として整備する。また、平常時には、隣接する函南町の道の駅と併せて、川の駅として地域活
性化の交流拠点となる。

河川防災
ステー
ション

愛知県
あいちけん

愛
あいさいし

西市 日光
にっこうがわ

川 日光
にっこうがわ

川
日光川
にっこうがわ

河川防災ス

テーション

愛知県

海部地区
水防事務組合

　日光川河川防災ステーションは、洪水被害を最小限に食い止めるため、日光川中流域部の目比川合流部に整備し、災害時の救
急復旧活動を行う上で必要な緊急用資材の備蓄、駐車場、ヘリポート等のほか、海部地区７市町村が共同で管理する水防セン
ターを配置し、迅速かつ円滑な復旧活動の拠点としての利用が可能となる。


